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【緒言】二成分混合溶液には温度変化することによって混合状態から二相に相分離するす























【結果と考察】図 1に 3MPy-重水混合溶液の 3MPy




































































を定量的に見積もるために温度微分係数，   を計算した（図4）。図 4には






3MPy-重水混合溶液は LCST を有し分離する系である。2MPy，3MPy は臨界組成付近で微
視的会合の程度が大きく， 4MPyは 2MPy，3MPyに比べ昇温に伴う微視的会合の程度が小
さいことを示唆する。 
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( )TCH ∂∂− /ν
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